
人類進化モデル研究センター

景山節 (教授 ･センター長併任,2007年9月まで),平井

啓久 (迫伝子I〃辛托分野教授 ･センター長併任2007年 10

月より),松林清明 (教授),上野百一 (准教授 ･2007年8
月まで在職),鈴木樹現 (准教授),宮部1-1･子 (助教),捕

崎打ffu,阿部政光,釜や腔朗 (技術呼門職員),前田典彦,
波迫朗野,森本i'f弓,北子明久,波迫柿平 (技術職fl),,ト
介匡俊 (大学院生:2007年8月まで)

丑F<研研究所のプロジェクトとして推iLi･しているリ

サーチ･リソース･ステーション (RRS)計画について,

人析進化モデル研究センタ.-は施設整備,ニホンザル

母押野入,飼育 ･健康管理をおこなうとともに,これら
のサルについての種々の研究を推進している.2007年度

にはグループケージ1棟建設の他に,放飼場のセキュリ

ティシステムなどの導入を行った.RRS計画は霊長煩本

来の特性を維持した多様な種を自然の生息環境に近い

条件下で動物福祉に配慮して飼育し,新たな霊長桁研
究の推進をおこなうものである.このため第6放飼場を

中心に,植物相調査,サルの行動 ･ストレス評価,採食調

衣,水質環境調査など多項目の研究を進めた.RRS計画
の中ではナショナルバイオリソースプロジェクトの一

部であるニホンザルバイオリソース OJBR)計画に,ニ
ホンザルの繁殖と供給をおこなうことで協力している.

2007年度にはNBRのニホンザルは母群総数 141頭とな

り,新たに25頭の繁殖がみられた.

盃長叛研究所では,ニホンザルを除いたサルの有qi

所外供給を,昨年度より全国の研究者を対象としてお

こなうこととなった.その第2回目として,本年度もコ
モンマ-モセット2頭を大阪大学に供給した.

2007年度は研究所本棟の耐震改修工事がおこなわれ

た.そのため飼育や実験中のサル叛の大幅な移動があ

った.これを契機にして研究室区域とサル飼育区域の

ゾーニングが達成されたことにより,今後サル類･ヒト

共通感染症等の防御管理が,より確実に行えることが
期待される.

人事面では上野吉- (准教授)が2007年8月に退職し
東山動植物園に異動した.非常勤職員には以下の異動

があった.任期付職員･西脇弘樹2007年1月17日-2007

年12月28日の任期終了後,2008年 1月より教務補佐員

に採用.2007年3月チンンパンジー飼育担当として贋川

類,2007年4月サル飼育担当として須田直子,尾鷲享子
を技能補佐員に採用.またRRSに関する研究担当者と

して,竹元博幸が引き続き非常勤研究員に採用された.

<研究概要>

A)生殖器系の進化に関する組絞学的研究

松林柄明

主として大型糊人的を対象に,オス生和耶系の組織

学的検束を通じて,種ごとの生釈システムの進化の様

憶を検討している.

B)界暁共生型大規模放飼場におけるサル類の繁殖育成
システムの開発研究

松林fJIJl明
節2キャンパスに造営されたリサーチリソースステ

-ション (RRS)において,樹木等の維持に必要な飼育
方式やサル個体管理法の開発,セキュリティなどの試■
験と評価を進めている.

C)胃ペプシノゲンの研究
魚山節

ペプシンの基質特異性が動物の進化にとともにどの

ように変化したのか明らかにするため,ヒトA型の部
位突然変異体を迫伝子工学的に作成して研究を進めた.

D)サル類の疾病の迫伝子解析および飼育環境評価
穴山節,安江実習
疾病迫伝子に関する成果とりまとめをおこなうとと

もに,飼育環境評価の-Trとして放飼物およびRRS予
定地の溜池 ･排水のpHとCODmTJだ,細苗数測定,チン
パンジー放飼場水の塩素濃度測定を継続した.

E)テナガザル類の生物地理学的ならびに医生物学的研
究

平井啓久,宮部氏子,HeryWijayanto(ガジャマ}/大学言持

節),DyahPerwitasari-Farajallah(ボゴールJl'<LFト大学言那P)
インドネシア･中央ジャワの動物園においてシャーマ

ンおよびボルネオシロヒゲテナガザル (合計 14個畔)

の血液採取,敗色体標本作劇,DNA抽出ならびに血液生
化学的分析を行った.麻酔の符の向上を目指した方法

の検討 (麻酔薬の併用,麻酔効果の評価)も予備的に行
った.個体の外部形憶および毛色抑形写穴から種を同

定し,現在迫伝的解析を行っている.

F)マダガスカル原猿類の典色体進化

平井百合子,平井啓久
アイアイの全染色体の敗色体刑微切断法をFr]いて彩

色プローブを作製し,マダガスカル脚 東研 (ワオキツネ
ザル,チャイロキツネザル,シフアカ,ネズミキツネザ

ル,イタチキツネザル)および外相としてオオギャラゴ
の染色体分化を,染色体彩色解析法で分析した.

G)ヨザルの染色体分化の解析

平井百合子,森本真弓,兼子明久,釜中慶朗,平井啓久

ヨザルで発見した血液キメラの発生機序を,血液培

義,皮膚培養,染色体顕微プローブ作製法,ならびに蛍
光インサイチュ-ハイブリダイゼーション法を用いて

解析した.その結果,マ-モセット荘科に見られる胎児

間血液キメラとは異なり,ヨザル佃体内の血液幹細胞
で自然発症的に起った敗色体変う78.の定前による血液キ

メラと推測した.

ll)コモンマ-モセットのてんかんモデル開発について
の検討

宮部rt子,森本fl弓,兼子明久,釜中慶朗,平井百合子,
平井啓久

てんかん様症状を呈するメス個体の行動をビデオ撮

形し,発症状況の態様から真性てんかんと診断した.本

個体に繁殖させ,てんかん家系を作製中である.てんか

ん関連遺伝子を含むヒトBACクローンを用いて,コモ
ンマ-モセットの染色体上の相同部位をFISH法によっ

て確認した.
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Ⅰ)マカクのエイジングの生理学的研究

鈴木樹理,演田穣 (形態進化分野)

マカクの生理的な加齢変化を明らかにするために,

放飼場で飼育されているニホンザルおよびアカゲザル

について毎年同一個体を採材する縦断的方法によって,

血中の代謝関連ホルモンの定量を行った.

J)サル類のス トレス定量および動物福祉のための基礎

研究

鈴木樹理

実際の飼育環境でのス トレス反応を定量することと

その軽減策の検討のために,昨年確立した糞中コーチ

ゾル測定系を用いてマカクの糞中コーチゾルの定量を

行った.更に,短期間のス トレス負荷を定量するために,

尿中コーチゾル定量について検討 している.

K)マカクの麻酔法に関する研究

宮部fl･子,兼子明久,西脇弘樹,増井健一 (防衛医科大),

金将秀子 (慶応義塾大)
飼Ilf下ニホンザルを対象に静脈麻酔薬プロポフォー

ルのJli回投与後の鎮静度,呼吸循環動態および血中薬
物助憶の解析をおこなった.プロポフォール持続投与

による維持麻酔を検討している.

L)脳波モニタを用いた麻酔下チンパンジーにおける意

陀消失皮の評価

宮部i'1･子,鈴木樹理,熊崎晴則,前田典彦,渡追朗野,
北子明久,渡追祥平,西脇弘樹,厨川類,友永雅己,松

沢皆郎

麻酔下チンパンジーにおいて,脳波から意識消失度

をZl7･価するモニタであるBISモニタを用い,その有用性

を検肘している.

M)サル桁の疾病に関する臨床研究

宮部i.i子,洗迫朗野,兼子明久,西脇弘樹,鈴木樹理
飼軒下のサル類の自然発症疾患に関して,レトロス

ペクティプおよびブロスペクテイブに臨床研究を行っ

ている.特に呼吸器系疾患および消化器系疾患に焦点

を当ててている.

<研究概要>

原著飴文

I) Kawakami K,Takai-KawakamiK,TomonagaM,Suzuki
J,KusakaT;OkaiT.(2007)Spontaneoussmileand
spontaneouslaugh:Anintensivelongitudinalcasestudy.
InfantBehaviorandDevelopment30:1461152.

2) NishimurallMikamiA,Suzuki∫,MatsuzawaT:(2007)
Developmentofthelaryngealairsacin
chimpanzees‥Intemational.JoumalorPrimatology28:
483-492.

3) HigashinoA,YonezawaS,KageyamaT.(2008)
EstablisbmentoranELISAsystemfb∫the
deteminationofJapanesemonkeycalreticulinandits
applicationtoplasmasamplesinmacaques.Joumalor
MedicalPrimatology37:340-346.

4) KawamotoY;KawamotoS,MatsubayashiK,NozawaK,
WatanabeT,StanleyMA,Perwitasari-FarajallahD.
(2008)Geneticdiversityoflongtailmacaques(Macaca
fascicularis)ontheislandofMauritius:anassessment'

OrnuclearandmitochondrialDNApolymorphisms.
JoumalorMedicalPrimatology37(1):45-54.

5) NishimuraT,OishiT,SuzukiJ,MatsudaK, Takahashi

T(2008)Developmentormesuperlaryngealvocaltract
inJapanesemacaques:Implicationsfわr仙eevolutionor

thedescentorthelaⅣⅠⅨ.AmericanJoumalorPhysical
An thropology135(2):I82-194.

6) YonezawaS,HanaiA,MutohN,MoriyamaA,
KageyamaT.(2008)Redox-dependentstructural
ambivalenceofthecytoplasmicdomainin仙einner
ear-specificcadherin23isoform.Biochemicaland
BiophysicalResearchCommunications366:92-97.

著書 (分担執筆)

1) 景山節 (2007)酵素の機能多様性と進化 ｢霊長類進

化の科学｣(京都大学霊長類研究所編)p.465-476京
都大学学術出版会.

2) 松林清明,榎本知郎 (2007)大型類人猿の雄性生姑

器の進化 ｢霊長類進化の科学｣ (京都大学盃長頬

研究所編)p.337-346京都大学学術出版会.

3) 宮部貴子 (2007)霊長類と麻酔 一作用機序の解明

と質の向上を目指して- ｢霊長類進化の科学｣(京

都大学霊長類研究所編)p.371-383京都大学学術出
版会 .

4) 鈴木樹理 (2007)霊長類の成長に関する内分泌学的

研究 ｢霊長類進化の科学｣ (京都大学霊長類研究

所編)p.361-371京都大学学術出版会.

著書 (翻訳)

I) 宮部貴子,田川雅代,林典子,鈴木茜,斉藤久美子,

三輪恭嗣 訳 (2007)小動物臨床のための5分間コ

ンサル トシリーズ ウサギとフェレットの診断 ･治

療ガイ ド(0glesbeeB著,The5-MinuteVeterinary

Consult:FerretandRabbit)pp.488インターズー.

その他の執筆

1) 林美里,渡追祥平,宮部貴子 (2007)チンパンジー

の介護. ｢科学｣77:1332-1333.
2) 宮部貴子,兼子明久,渡追祥平,林美里 (2008)寝

たきりになったチンパンジー,レオ. ｢科学｣78:
34-35.

学会発表

I) MiyabeT,MorimotoM,SuzukiJ,MuroyamaY,
SuzumuraT,KanchiF,TanakaH,HayakawaS,
Hamada.(2007)Imnlobilizationwithacombinationof
KetamineHy血OchlorideandMedetomidineinwild

Japanesemonkeys(Macacafuscatafuscata).American
CollegeofVeterinaryAn esthesiologists(ACVA)

(2007/09,ニューオーリンズ,アメリカ).

2) Suzuki∫,MatsubayashiN,HashimotoC,WatanabeA,
KanekoA,MiyabeT,NishiwakiK,GotoS.(2007)

Threedecades'Collectedcasesofbloatinthemacaques.
JointmeetlngOfthe3rdmeetingofASVP,AAVS,and
the2ndAsianConservationMedicine/Wildlife

PathologyWorkshop(ASZWM)(2007/08,Taiwan).
3) SakaiT,MikamiA,NishimuraT,ToyodaH,MiwaT,
MatsuiM,TanakaM,TomonagaM,MatsuzawaT,
SuzukiJ,KatoA,MatsubayashiK,GotoS,MiyabeT.
(2008)Developmentorbrainandtemporalisin
chimpanzeesFirststep:Developmentofbrainin
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chimpanzees.ThelstTntcmationaISymposiumofthe
GlobalCOBProject"fromGenometoEcosystem"
(2008/03,Kyoto).

4) SakaiT,MikamiA,NishimuraT,ToyodaH,MiwaT,
MatsuiM,TanakaM,TomonagaM,MatsuzawaT,
SuzukiJ,KatoA,MatsubayashiK.GotoS,MiyabcT.
(2008)Mappingorpre什ontaldevelopmentduring
inrancyandchildhoodinchimpanzees.The851h
AnnualMeetingorthePhysiologicalSocietyorJapan
(2008/03,Kyoto).

5) 花木秀子,中野まゆみ,松林清明,校本知郎 (2007)
盃長規の血綬柿典関門-Claudinを指標にして1.

節23回日本並長類学会大会 (2007/07/15,彦根).

6) 末流伯徳,果山節 (2007)ELISA法によるニホンザ
ルCalreticulinの組織分布と血中濃度.第23回日本

韮長析学会大会 (2007/07,彦根).

7) 兼子明久,宮部貴子,西脇弘樹,鈴木樹理 (2007)
老齢ザルの健康管理 一飼育から治療まで-.第 16

回サル疾病国際ワークショップ (2007/12,つくば).

8) 宮部貴子,森本真弓,鈴木樹理,室山泰之,鈴村崇

文,冠地富士男,田中洋之,早川柄治,堺田穣
(2007)幸島のニホンザルにおける血消生化学検査.

第23回霊長規学会 (2007/07,彦根).

9) 宮部貴子,兼子明久,西脇弘樹 (2007)ニホンザル
におけるプロポフォールの静脈内単回投与の効果.

節75回獣医麻酔外科学会 (2007/12,~仙台).

10)宮部缶子,兼子明久,西脇弘樹,渡追朗野,波追祥

平,前田典彦,熊崎清則,森本真弓,贋川類,鈴木

樹理,林美里 (2007)四肢不全麻痔で寝たきりにな

ったチンパンジー,レオの長期療養.SAGAIO

(2007/ll,東京).

ll)宮部貴子,兼子明久,西脇弘樹,渡追朗野,鈴水樹

理,磯和弘- (2007)非アルコール性脂肪性肝炎

(Non-AlcoholicSteatoHepatitis;NASH)と類似した
病理所見を呈した肥満ニホンザルの｢例.節 16回

サル疾病国際ワークショップ (2007/12,つくば).

12)中野まゆみ,松林柄明,花本秀子,榎本知郎 (2007)
ヒトの精子形成サイクルの再検討.第23回日本霊

長類学会大会 (2007/07,彦根).

13)酒井朋子,三上帝允,西村剛,豊田浩士,田中正之,

友永雅己,松沢哲郎,鈴木樹理,渡追朗野,松林清

明,後藤俊二,宮部氏子 (2007)チンパンジーの前

頭前野の発達過程 ;核磁気共鳴断層画像法(MRl)を

用いて.第23回日本霊長類学会大会 (2007/07,彦

根).

14)須田直子,熊崎清則,木村俊治,熊谷かつ江,津川

則子,松林清明 (2007)新施設リサーチリソー ス
ステーション 一施設紹介とエンリッチメントの取

り組み一.SAGAIO(2007/ll,東京).

15)鈴木樹理,後藤俊二,波浪朗野,兼子明久,磯和弘

- (2007)老齢アジルテナガザルにおける肺炎を

背充に発症したDICを伴う全身性炎症反応症候群.

節 16回サル析疾病国際ワークショップ (2007/12,

つくば).

16)竹元伸幸,大沼学,山内志乃,千田友和,須田直子,

松林隅明 (2008)ニホンザルによる放飼場内植生

の樹皮食と巡択性.節55回日本生態学会 (2008/03,

福岡).

講演

I) 鈴木樹理 (2007)サル頬の急性鼓脹症の病態とそ
の対応について.滋粥医科大学 大津.

その他

1) 穴山節 (2007)苅都大学霊長類研究所のリサーチ

リソース･ステーション (RRS)計画.NBR
Newsletter4:6.7.
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